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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

敗戦直後、毒ガスのド
ラム缶が捨てられた寺
ヶ池、今は市民憩いの
公園だ（下）

「陸軍幼年学校の跡」碑が
医療センター入り口横の
植え込みにある（右）　　軍

国
に
青
春
投
じ
た
俊
英
た
ち

河
内
長
野
市

　

南
海
高
野
線
千
代
田
駅
か

ら
国
立
病
院
機
構
大
阪
南
医

療
セ
ン
タ
ー
へ
突
き
当
た
る

よ
う
に
湾
曲
し
た
道
路
が
延

び
る
。
病
院
正
門
を
入
っ
て

右
側
の
植
え
込
み
に
「
大
阪

陸
軍
幼
年
学
校
の
碑
」
が
あ

り
、「
太
平
洋
戦
争
の
頃
／

こ
の
地
を
千
代
田
台
と
呼
び

／
俊
英
の
少
年
達
が
／
全
国

か
ら
競
い
集
っ
た
／
彼
ら
は

十
五
歳
と
い
う
／
若
き
日
に

家
郷
を
離
れ
／
青
春
の
す
べ

て
を
投
じ
て
／
厳
し
い
学
問

と
訓
練
に
／
身
を
委
ね
た
の

で
あ
る
／
彼
ら
は
こ
こ
で
国

家
へ
の
忠
誠
を
学
ん
だ
…
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
大
阪
陸

軍
幼
年
学
校
は
世
界
的
軍
縮

傾
向
の
な
か
で
一
旦
は
廃
止

さ
れ
て
い
た
が
、
皇
紀
２
６

０
０
年
に
当
た
る
１
９
４
０

（
昭
和
15
）
年
、
楠
木
正
成

　

映
画
は
、
１
９
５
９
年
６

月
30
日
、
う
る
ま
市
の
住
宅

街
に
米
軍
機
が
墜
落
し
、
炎

上
し
な
が
ら
小
学
校
の
教
室

に
激
突
し
た
悲
劇
を
描
く
。

児
童
11
人
、
住
民
６
人
が
亡

く
な
り
、
重
軽
傷
児
童
１
５

４
人
、
住
民
56
人
の
被
害
を

出
し
た
実
際
の
出
来
事
だ
。

　

米
軍
普
天
間
基
地
や
欠
陥

輸
送
機
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
な

ど
の
問
題
が
山
積
す
る
な
か

で
、
作
品
を
通
し
て
沖
縄
県

民
の
深
い
悲
し
み
や
基
地
問

題
、
平
和
の
尊
さ
を
訴
え

る
。

　

タ
イ
ト
ル
の
「
ひ
ま
わ

り
」
は
、
事
故
の
直
前
、
犠

牲
に
な
っ
た
児
童
の
一
人
が

担
任
に
ひ
ま
わ
り
の
花
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
た
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
付
け
た
。

　

出
演
・
長
塚
京
三
、
須
賀

健
太
、
能
年
玲
奈
、
福
田
沙

紀
、
鈴
木
裕
樹
ら
。
監
督
・

及
川
善
弘
、
脚
本
・
大
城
貞

俊
。

　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

協
力
券
の
購
入
を
希
望
す

る
会
員
は
、
大
阪
府
歯
科
保

「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
ペ
ー

ジ
が
で
き
ま
し
た
。
会
の
活

動
や
講
演
会
情
報
な
ど
を
掲

載
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

http://www.facebook.
com/osaka1ka4ka9j

　

お
お
さ
か

医
科
・
歯
科

九
条
の
会
の

険
医
協
会
九
条
の
会
担
当

（
電
話
06
―
６
５
６
８
―
７

７
３
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
06
―
６
５

６
８
―
０
５
６
４
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
購
入
口
数

に
応
じ
た
枚
数
の
製
作
協
力

券
を
送
付
し
ま
す
。
協
力
券

は
、
全
国
の
上
映
会
場
で
鑑

賞
券
と
し
て
使
用
で
き
ま

す
。
協
力
金
は
、
会
費
の
引

き
落
と
し
口
座
か
ら
一
緒
に

引
き
落
と
し
ま
す
。
毎
月
25

日
ご
ろ
ま
で
の
申
し
込
み

で
、
翌
月
21
日
ご
ろ
の
引
き

落
と
し
と
な
り
ま
す
。

の
居
城
近
く
の
千
代
田
村

（
現
：
河
内
長
野
市
）
に
建

て
ら
れ
た
。
千
代
田
駅
も
道

路
も
こ
の
と
き
造
ら
れ
た
。

役
人
が
地
主
に
「
畏
れ
多
く

も
天
皇
陛
下
の
軍
隊
が
こ
の

地
に
幼
年
学
校
を
お
建
て
に

な
る
。
権
利
書
と
実
印
を
持

っ
て
集
ま
れ
」
と
触
れ
て
歩

き
、
半
ば
強
制
的
に
土
地
を

収
用
し
た
。

　

敗
戦
ま
で
の
６
年
間
で
陸

軍
兵
士
の
卵
約
１
２
０
０
人

を
育
て
て
送
り
出
し
た
。

　

楠
木
正
成
幼
年
時
代
の
学

問
所
で
、
南
朝
ゆ
か
り
の
地

で
も
あ
る
観
心
寺
。
正
成
は

「
天
皇
親
政
」
を
掲
げ
た
後

醍
醐
天
皇
を
助
け
て
鎌
倉
幕

府
と
戦
っ
た
。
６
０
０
年
も

の
時
を
経
て
、
明
治
維
新
の

後
は
忠
臣
の
鏡
と
し
て
も
て

は
や
さ
れ
た
。
第
二
次
世
界

大
戦
中
は
戦
意
高
揚
、
忠
君

愛
国
の
精
神
高
揚
運
動
の
た

め
多
く
の
国
民
が
動
員
さ

れ
、
楠
木
公
首
塚
へ
の
参
詣

と
、
そ
こ
で
の
忠
君
の
誓
い

に
利
用
さ
れ
た
。

　

旧
日
本
軍
は
毒
ガ
ス
を
大

量
に
製
造
し
、
ア
ジ
ア
各
地

や
国
内
各
所
に
配
備
・
保
管

し
て
い
た
。
敗
戦
直
後
の
45

年
８
月
20
日
ご
ろ
、
堺
市
金

岡
に
あ
っ
た
旧
陸
軍
輜
重
隊

（
し
ち
ょ
う
た
い
＝
補
給
部

隊
）
が
毒
ガ
ス
の
処
分
を
迫

ら
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
で
運
び
10

数
本
の
ド
ラ
ム
缶
に
入
れ
た

毒
ガ
ス
を
寺
ヶ
池
に
遺
棄
し

た
。
こ
の
年
９
月
に
は
、
何

も
知
ら
な
い
住
民
が
池
に
浮

か
ん
だ
缶
の
口
を
あ
け
て
用

水
路
に
流
し
た
の
で
、
魚
獲

り
を
し
て
い
た
大
人
１
人
が

死
亡
、
子
ど
も
２
、
３
人
の

体
に
水
疱
が
で
き
る
事
件
が

起
こ
っ
た
。
48
年
10
月
に
な

っ
て
や
っ
と
米
軍
が
池
か
ら

缶
を
引
き
上
げ
て
処
理
し

た
。�
（
つ
づ
く
）

映画「ひまわり」
2013年１月全国公開

製
作・上
映
に
ご
支
援
を

沖
縄
・
小
学
校
米
軍
機
事
故
描
く

　

児
童
ら
17
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
53
年
前
の

沖
縄
県
う
る
ま
市
・
宮
森
小
学
校
米
軍
ジ
ェ

ッ
ト
機
墜
落
事
故
の
証
言
を
元
に
し
た
映
画

「
ひ
ま
わ
り
」
が
、
１
月
か
ら
全
国
各
地
で

上
映
さ
れ
る
。
沖
縄
復
帰
40
年
を
記
念
し
、

戦
争
と
基
地
、
武
器
の
な
い
世
界
を
つ
く
り

出
す
こ
と
を
願
っ
て
製
作
を
進
め
て
い
る
。

お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会
は
、
製
作

協
力
券
（
鑑
賞
券
）
の
購
入
（
１
口
千
円
）

を
会
員
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会

「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」に
登
録

寺ケ池寺ケ池

千代田駅千代田駅
汐ノ宮駅汐ノ宮駅

南
海
高
野
線

近
鉄
長
野
線

大阪南医療センター
大阪陸軍幼年学校の跡
大阪南医療センター
大阪陸軍幼年学校の跡

和歌山県和歌山県

河内長野市河内長野市

堺市堺市

日
時　

12
月
１
日
（
土
）
午
後
７
時
～
９
時

講
師　

�

小
正
裕
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
講
座
教

授
）

内
容　

�

①
高
齢
者
の
心
身
等
の
特
性
②
口
腔
機
能
の
管
理
③

緊
急
時
対
応
等

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

会
費　

千
円　
　

定
員　

１
０
０
人
（
要
事
前
申
し
込
み
）

共
催　

日
本
老
年
歯
科
医
学
会
関
西
ブ
ロ
ッ
ク

※
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
（
途
中
入
退
場
者
に
は
発
行
で
き

ま
せ
ん
）。
参
加
は
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
会
員
本
人

に
限
り
ま
す

在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

大
阪
市
西
部
地
区

日
時　

12
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

�

木
ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
・
吹

田
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
内
療
法
成
功
の
鍵
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
４

日
時　

12
月
13
日
（
木
）
午
後
６
時
～
８
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室

講
師　

尾
内
康
彦
氏
（
大
阪
府
保
険
医
協
会
事
務
局
次
長
）

会
費　

会
員
・
会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
無
料
、未
入
会
者
１
万
円

定
員　

50
人

南
河
内
地
区

患
者
ト
ラ
ブ
ル
の
最
近
の
傾
向
と
そ
の
対
処
法

特
に「
接
遇
」で
は
対
応
で
き
な
い
事
例
に
関
し
て

11
月
度
生
涯
研
修

日
時　

11
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

中
原
寛
和
氏
（
近
畿
大
学
医
学
部
口
腔
外
科
准
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

外
傷
歯
の
治
療

大
阪
市
東
部
・
北
部
・
南
部
地
区

日
時　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）
午
前
８
時
～
午
後
７
時

行
き
先　

久
美
浜
温
泉
（
京
都
府
京
丹
後
市
）

集
合
場
所　

難
波
８
時
、
梅
田
８
時
30
分　
　

定
員　

45
人

会
費　

１
万
円
、
高
校
生
以
下
６
千
円

解
禁
後
の「
か
に
食
べ
に
行
こ
う
」日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

日
時　

11
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
協
会
顧
問
社
労
士
）

会
費　

会
員
・
会
員
家
族
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

情
報
化
社
会　

知
っ
て
い
ま
す
職
員
は

　

備
え
が
大
切
、雇
用
ト
ラ
ブ
ル
対
応
法

２
０
１
３
年
新
年
号

会
員
投
稿
を
募
集

　

機
関
紙
新
年
号
へ
の
会
員
投
稿
・
写
真
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
図
書
カ
ー
ド
（
３

０
０
０
円
分
）
を
お
送
り
し
ま
す
。
左
記
応
募
案
内

に
沿
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
】
７
０
０
字
以
内
、
顔
写
真
を
同
封
く
だ
さ

い
。
①
趣
味
②
日
常
臨
床
の
こ
と
③
新
年
に
思
う
こ

と
④
エ
ッ
セ
イ
や
俳
句
⑤
旅
行
記
⑥
干
支
（
巳
）
に

関
す
る
こ
と
⑦
映
画
・
書
評
・
お
店
紹
介
⑧
震
災
・

原
発
問
題
な
ど

【
写
真
】
新
年
や
冬
に
ま
つ
わ
る
風
景
・
人
物
写
真

な
ど
。
簡
単
な
説
明
と
撮
影
の
日
付
を
。
サ
ー
ビ
ス

版
以
上
４
つ
切
り
以
下
。

※�

原
稿
は
、
郵
便
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
06
―
６
５
６
８
―
０

５
６
４
）、
メ
ー
ル
（akira_kn@doc-net.or.jp

）

で
新
聞
部
ま
で
。
12
月
７
日
（
金
）
必
着
。

大阪の
戦跡戦跡

②機関紙協会大阪
坂手崇保


